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 ⼈が⾔語の「意味」を理解する仕組みを探求し、コンピュータが
 ⾔語の意味を正しく理解できるようにすることを⽬指しています

研究内容

研究の魅⼒ 社会に与えるインパクト

⾃然⾔語推論（NLI）︓ ⽂と⽂の関係性を「含意・⽭盾・中⽴」に分類するタスク

推論システムの構築
論理解析と⼤規模⾔語モデルを組み合わせて、コンピュータ上に⾃然⾔語推論システムを実装する

含意
前提⽂から仮説⽂を導ける

猫が⾛っている
⊨	猫が動いている

⽭盾
前提⽂から仮説⽂の否定を導ける

猫が⾛っている
⊭	猫が⽌まっている

中⽴
前提⽂からは仮説⽂も
その否定も導けない
猫が⾛っている
⊨	猫が⿊い

⼊⼒⽂

前提⽂・仮説⽂

統語解析

⽂の構造を調べる

意味解析

意味を表す論理式
へ変換する

定理証明

論理式を証明できるか
を判定する

∃𝑥. (𝑐𝑎𝑡 𝑥 ∧ 𝑟𝑢𝑛 𝑥 )
⊢ 𝑚𝑜𝑣𝑒 𝑥

推論結果
含意

⽭盾

中⽴

⼤規模⾔語モデルの活⽤
論理だけでは、常識的な知識が不⾜しており正しく推論できないことがある
 例︓⾛るならば動く（∃𝑥(𝑟𝑢𝑛 𝑥 → 𝑚𝑜𝑣𝑒(𝑥)))
そこで、⼤規模⾔語モデルに不⾜知識の候補を提案させ、論理推論と組み合わせる

厳密な推論
 （論理学）

柔軟な知識
  （⼤規模⾔語モデル）

• ⽂同⼠の関係を根拠とともに説明できる
• 解析の誤りを分析できる
• ⼤規模⾔語モデルの柔軟さと論理学の厳密さを両⽴

することができる
• ⾔語学の知⾒をシステムに活かすことができる

• ⽣成AIの答えを、より信頼して使える社会につながる
• 教育・医療・⾏政などの根拠が重要となる場⾯への応⽤が

期待される
• AIがなぜそう判断したかを説明（説明可能性）やAIの

判断過程の可視化（透明性）への新たなアプローチとなる

今後成し遂げたいこと 博⼠学⽣⽀援事業により得たこと

• 海外の⼤学（ユトレヒト⼤学）との共同研究の実現
• 研究に集中できる環境

「信頼できるAIの実現」
• ⼤規模⾔語モデルが持つ常識的な知識の信頼性の解明
• ⼤規模⾔語モデルの推論能⼒の解明


